









































REDEVELOPMENT USING THE CONSTRUCTION METHOD OF TRADITIONAL KOREAN  DWELLINGS





　Korea's uniqlu space is being lost due to large-scale redevelopment. I investigate the unique the unique 
characteristics of Hanok and the area and make suggestion to architecuture. It aims to reconstruct the streets 
of Korea again, and it will also make design proposals to solve the problems of economic dispartities in 
Korea at the same time.































































韓国の建築 / 尹 張燮 / 中央公論美術出版
韓国建築士 / 尹 張燮 / 丸善出版
韓国ソウルの考試村の成立過程と居住機能分化に関する
基礎的研究 / 山中慎太郎
3. 韓屋について
4. 対象敷地
5. 考試院
6. 提案
7. 設計手法
韓国的再開発
-韓国特有の建築エレメントに着目した新しい建築設計手法の提案 -
▪ハノクのモジュール化
▪3F 平面図
平面図
▪2F 平面図
▪1F 平面図
▪断面図
ハノクを実際に設計するに当たり一つの課題となるのがその費用だ。
その費用をできるだけ抑えるためハノクの柱間隔である 1200m を採用し
モジュール化をはかる。
平面的だけでなくマルやマダンをコシウォンで生活する人や地域の人のための公共の場として
提案する。ハノクの持つ光の取り入れ方やつながり方を断面的につなげていく。
マダンの光の取り入れ方からの学び
緩やかにマルを照らし人々の導線となる。
少し閉じた
プライベート性を持つマル
人々を通すマダン 少し街に開いたマダン 住人だけが使用する
マダン
少し飛び出たマルは
立体的なつながりを形成する
ハノク の特徴として切ってはいけない物が自然との調和だ。
それを形成しているハノクが特有に持つマル（板の間）やマダン（庭）
を形成するハノク の平面図からの学びを落とし込み立体的なハノク の形成を図る。
ハノクの柱間隔 1200mm を基準とした
モジュール
敷地をグリットにより区切る 韓国のコシウォンから最小限の住宅
を設計する
3600
4800
1200 2400
3600
1200
2400
個人単位での土地所有 /家主
低所得者 /学生地域住民
近くの市場
生活インフラ事業主
(食堂・お風呂・お店等 )
行政
街並みの再建
場の提供 利益
安定的な収入
安価での提供
部屋 家賃
補助・援助
施設利用料
生活向上
安価での提供
安定的な収入
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…サブスクリプション化
